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免責事項 
下記事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。また、情報提供を唯

一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはできません。マテリアルやコード、

機能の提供をコミットメント（確約）するものではなく、購買を決定する際の判断材料になさらな

いで下さい。オラクルの製品に関して記載されている機能の開発、リリース、および時期について

は、弊社の裁量により決定されます。 

 

改訂履歴 
このホワイト・ペーパーは、初版の公開後、次の改訂がありました。 
 
 
日付 

 
改訂内容 

2019年6月21日 初版 

 
 
Oracle Cloud Infrastructureホワイト・ペーパーの最新のバージョンは、

https://cloud.oracle.com/iaas/technical-resourcesで入手できます。 

https://cloud.oracle.com/iaas/technical-resources
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概要 
Oracle Cloud Infrastructure Block Volumesサービスは、ブロック・ボリュームのヘルス、容量およ

びパフォーマンスの表示を可能にするメトリックを提供します。このホワイト・ペーパーは、パ

フォーマンス・テスト・シナリオの手順を紹介し、このメトリックを使用して、ブロック・ボ

リュームのパフォーマンス特性を特定する方法を示します。 
 
このシナリオでは、アタッチされたブロック・ボリュームに対して、Oracle Cloud Infrastructure 
ComputeインスタンスでFlexible I/O Tester (FIO)コマンドを実行します。次に、その出力を、コン

ソールで得られるBlock Volumesサービス・メトリックと比較して、パフォーマンス特性を相互に

関連付けます。 
 
対象範囲と前提条件 
テストを目的としたI/Oワークロードのシミュレートに使用可能なツールであるFIOに精通している

必要があります。 
 
テストに使用されるインスタンス・シェイプはVM.Standard2.24です。このシェイプの詳細は、コ

ンピュート・シェイプを参照してください。スループット・テストに使用されるボリューム・サイ

ズは1000GBです。IOPSテストに使用されるボリューム・サイズは600GBです。 
 
Computeインスタンスで使用可能なネットワーク帯域幅は、そのサイズ(つまり、コアの数)に基づ

いて異なります。これらのテストでは、25-Gbpsネットワーク帯域幅もフルに使用されるため、

24-コアVMが使用されます。 
 
Block Volumesのパフォーマンス・メトリックおよび特性は、サービス・ドキュメントで公開され

ています。 
 

ブロック・ボリュームのパフォーマンス・メトリック 
ブロック・ボリュームのパフォーマンス・メトリックは、スループット、I/O操作およびレイテン

シです。 
 

Block Volumesサービス・メトリックは、ブロック・ボリュームがアタッチされているComputeイ
ンスタンスに対応するボリュームの操作およびスループットの測定に役立ちます。ブロック・ボ

リュームのパフォーマンスに関連する、コンソールで得られるメトリックは、次のとおりです。 

• ボリューム読取りスループット(単位: バイト) 
• ボリューム書込みスループット(単位: バイト) 
• ボリューム読取り操作(単位: バイト) 
• ボリューム書込み操作(単位: バイト) 

https://docs.cloud.oracle.com/iaas/Content/Compute/References/computeshapes.htm#VMShapes
https://docs.cloud.oracle.com/iaas/Content/Compute/References/computeshapes.htm#VMShapes
https://docs.cloud.oracle.com/iaas/Content/Block/Concepts/blockvolumeperformance.htm
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sudo fio --direct=1 --rw=randread --bs=64k --ioengine=libaio --iodepth=64 
--runtime=120 --numjobs=4 --time_based --group_reporting --name=throughput-test- 
job --eta-newline=1 --filename=/dev/oracleoci/oraclevdc 

throughput-test-job: (groupid=0, jobs=4): err= 0: pid=22474: Wed May 29 17:46:17 
2019 

read: IOPS=5185, BW=324MiB/s (340MB/s) (37.0GiB/120058msec) 
slat (usec): min=3, max=73323, avg=757.32, stdev=4254.17 
clat (usec): min=693, max=430115, avg=48603.48, stdev=24652.88 
lat (usec): min=699, max=430122, avg=49362.02, stdev=25030.76 

clat percentiles (msec): 
| 1.00th= [ 12], 5.00th= [ 18], 10.00th= [ 22], 20.00th= [ 27], 
| 30.00th= [ 34], 40.00th= [ 41], 50.00th= [ 46], 60.00th= [ 52], 
| 70.00th= [ 57], 80.00th= [ 66], 90.00th= [ 81], 95.00th= [ 94], 
| 99.00th= [ 123], 99.50th= [ 140], 99.90th= [ 203], 99.95th= [ 222], 
| 99.99th= [ 279] 

bw (KiB/s): min=64512, max=126722, per=24.99%, avg=82916.28, stdev=8082.73, 
samples=960 

iops: min= 1008, max= 1980, avg=1295.43, stdev=126.32, samples=960 
lat (usec): 750=0.01%, 1000=0.01% 
lat (msec): 2=0.03%, 4=0.08%, 10=0.56%, 20=7.67%, 50=49.47% 
lat (msec): 100=38.73%, 250=3.43%, 500=0.02% 
cpu: usr=0.54%, sys=1.40%, ctx=28118, majf=0, minf=2084 
IO depths: 1=0.1%, 2=0.1%, 4=0.1%, 8=0.1%, 16=0.1%, 32=0.1%, >=64=100.0% 

submit: 0=0.0%, 4=100.0%, 8=0.0%, 16=0.0%, 32=0.0%, 64=0.0%, >=64=0.0% 
complete: 0=0.0%, 4=100.0%, 8=0.0%, 16=0.0%, 32=0.0%, 64=0.1%, >=64=0.0% 
issued rwt: total=622531,0,0, short=0,0,0, dropped=0,0,0 
latency: target=0, window=0, percentile=100.00%, depth=64 

 
Run status group 0 (all jobs): 

READ: bw=324MiB/s (340MB/s), 324MiB/s-324MiB/s (340MB/s-340MB/s), io=37.0GiB 
(40.8GB), run=120058-120058msec 

 
 
 

詳細は、ブロック・ボリューム・メトリックを参照してください。 
 

スループットの計算 
次のFIOコマンドを実行して、インスタンスにアタッチされているブロック・ボリュームのいずれ

かでランダム読取りスループットを計算します。 
 

 

次に、コマンドの出力の概要の例を示します。最後の数行は、読取りスループットが340MB/sであ

ることを示しています。コマンドは、17:44:17から17:46:17まで、120秒間実行されました。 

 

https://docs.cloud.oracle.com/iaas/Content/Block/References/volumemetrics.htm
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ここで、コンソールのブロック・ボリューム・メトリックをチェックして、どのように比較される

かを確認します。コンソールからメトリックを表示するには、次のステップに従います。 
 

1. ナビゲーション・メニューを開きます。「コア・インフラストラクチャ」で「コンピュー

ト」に移動し、「インスタンス」をクリックします。 
 

2. インスタンスをクリックして、その詳細を表示します。 
 

3. 「アタッチされたブロック・ボリューム」をクリックします。 
 

4. ボリュームをクリックして、その詳細を表示します。 
 

5. 「リソース」で「メトリック」をクリックします。 
 

6. 「開始時間」に、FIOコマンドが実行を開始した時間と同じ時間を指定します。この例で

は、値は2019-05-29 17:44となります。 
 

7. 「終了時間」に、2019-05-29 17:50と指定します。 
 

8. ボリュームの読取りスループットについて、「間隔」に「1分」を、「統計」に「合計」を

選択します。 

結果は、図1のようになります。図2から4は、FIOテストからの読取りスループットの計算に使用

する3つのデータ・ポイントを示しています。 
 

 
図1.2019-05-29の17:44から17:50のブロック・ボリュームの読取りスループット・メトリック 
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図2.2019-05-29 17:44の読取りスループット・メトリック・データ 
 

 
図3.2019-05-29 17:45の読取りスループット・メトリック・データ 
 

 
図4.2019-05-29 17:46の読取りスループット・メトリック・データ 
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Throughput in MB/s = ((12.450 + 20.082 + 8.265) / 120) * 1000 = 339.975 MB/s 
~ 340 MB/s 

sudo fio --direct=1 --rw=randrw --bs=4k --ioengine=libaio --iodepth=64 -- 
runtime=120 --numjobs=4 --time_based --group_reporting --name=iops-test-job -- 
eta-newline=1 --filename=/dev/oracleoci/oraclevdb 

 
 
 
3つのデータ・ポイントそれぞれに値を追加します。結果をテストの秒数(120)で除算し、次に

1000を乗算し、スループットをMB/sで算出します。たとえば、次のようになります。 
 

 

IOPSの計算 
次のFIOコマンドを実行して、インスタンスにアタッチされているブロック・ボリュームのいずれ

かでランダム読取り/書込みIOPSを計算します。 
 

 

次に、コマンドの出力の概要の例を示します。最後の数行は、読取りIOPSが12.5Kで、書込み

IOPSが12.5Kであることを示しています。コマンドは、18:22:17から18:24:17まで、120秒間実行

されました。 

iops-test-job: (groupid=0, jobs=4): err= 0: pid=22927: Wed May 29 18:24:17 2019 
read: IOPS=12.5k, BW=48.9MiB/s (51.3MB/s) (5871MiB/120017msec) 
slat (usec): min=3, max=118179, avg=150.47, stdev=878.65 
clat (usec): min=392, max=163931, avg=6144.75, 
stdev=4087.94 
lat (usec): min=397, max=163936, avg=6296.45, stdev=4187.81 

clat percentiles (usec): 
| 1.00th= [ 1614], 5.00th= [ 2409], 10.00th= [ 3130], 20.00th= [ 3916], 
| 30.00th= [ 4621], 40.00th= [ 4883], 50.00th= [ 5211], 60.00th= [ 5932], 
| 70.00th= [ 6783], 80.00th= [ 7898], 90.00th= [ 9241], 95.00th= [ 10814], 
| 99.00th= [ 22414], 99.50th= [ 31327], 99.90th= [ 47973], 99.95th= 

[ 56886], 
| 99.99th= [100140] 

bw (KiB/s): min= 8248, max=14976, per=24.99%, avg=12520.27, stdev=938.78, 
samples=960 

iops: min= 2062, max= 3744, avg=3130.01, stdev=234.70, samples=960 
write: IOPS=12.5k, BW=48.9MiB/s (51.3MB/s) (5871MiB/120017msec) 
slat (usec): min=3, max=112365, avg=149.63, stdev=867.45  
clat (usec): min=478, max=179211, avg=13984.93, stdev=8679.88 
lat (usec): min=486, max=179217, avg=14135.79, stdev=8725.78 

clat percentiles (msec): 
| 1.00th= [ 3], 5.00th= [ 5], 10.00th= [ 6], 20.00th= [ 8], 
| 30.00th= [ 9], 40.00th= [ 11], 50.00th= [ 12], 60.00th= [ 15], 
| 70.00th= [ 18], 80.00th= [ 21], 90.00th= [ 25], 95.00th= [ 28], 
| 99.00th= [ 45], 99.50th= [ 53], 99.90th= [ 74], 99.95th= [ 89], 
| 99.99th= [ 130]          

bw (KiB/s): min= 8688, max=14856, per=24.99%, avg=12519.41, stdev=922.13, 
samples=960 

iops: min= 2172, max= 3714, avg=3129.80, stdev=230.54, samples=960 
lat (usec): 500=0.01%, 750=0.01%, 1000=0.02% 
lat (msec): 2=1.44%, 4=10.97%, 10=53.59%, 20=22.94%, 50=10.68% 
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ここで、コンソールのブロック・ボリューム・メトリックをチェックして、どのように比較される

かを確認します。コンソールからメトリックを表示するには、次のステップに従います。 
 

1. ナビゲーション・メニューを開きます。「コア・インフラストラクチャ」で「コンピュー

ト」に移動し、「インスタンス」をクリックします。 

 
2. インスタンスをクリックして、その詳細を表示します。 

 
3. 「アタッチされたブロック・ボリューム」をクリックします。 

 
4. ボリュームをクリックして、その詳細を表示します。 

 
5. 「リソース」で「メトリック」をクリックします。 

 
6. 「開始時間」に、FIOコマンドが実行を開始した時間と同じ時間を指定します。

この例では、値は2019-05-29 18:22となります。 
 

7. 「終了時間」に、2019-05-29 18:26と指定します。 
 

8. ボリュームの読取りIOPSについて、「間隔」に「1分」を、「統計」に「合計」を選択しま

す。 

lat (msec): 100=0.33%, 250=0.02% 
cpu: usr=2.62%, sys=6.75%, ctx=163832, majf=0, minf=42 
IO depths: 1=0.1%, 2=0.1%, 4=0.1%, 8=0.1%, 16=0.1%, 32=0.1%, >=64=100.0% 

submit: 0=0.0%, 4=100.0%, 8=0.0%, 16=0.0%, 32=0.0%, 64=0.0%, >=64=0.0% 
complete: 0=0.0%, 4=100.0%, 8=0.0%, 16=0.0%, 32=0.0%, 64=0.1%, >=64=0.0% 
issued rwt: total=1503007,1503029,0, short=0,0,0, dropped=0,0,0 
latency: target=0, window=0, percentile=100.00%, depth=64 

 
Run status group 0 (all jobs): 

READ: bw=48.9MiB/s (51.3MB/s), 48.9MiB/s-48.9MiB/s (51.3MB/s-51.3MB/s), 
io=5871MiB (6156MB), run=120017-120017msec 
WRITE: bw=48.9MiB/s (51.3MB/s), 48.9MiB/s-48.9MiB/s (51.3MB/s-51.3MB/s), 

io=5871MiB (6156MB), run=120017-120017msec 
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結果は、図5のようになります。図6から8は、FIOテストからの読取りIOPSの計算に使用する3つ
のデータ・ポイントを示しています。 
 

 

 
図5.2019-05-29の18:22から18:26のブロック・ボリュームの読取り操作メトリック 
 

 
図6.2019-05-29 18:22の読取り操作メトリック・データ 
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図7.2019-05-29 18:23の読取り操作メトリック・データ 
 

 
図8.2019-05-29 18:24の読取り操作メトリック・データ 
 

3つのデータ・ポイントそれぞれに値を追加します。結果をテストの秒数(120)で除算し、次に

1000を乗算し、読取りIOPS結果を算出します。たとえば、次のようになります。 

Read IOPS = ((163.545k + 749.954k + 589.67k) / 120) * 1000 = 12.5K  
 

書込みIOPSを計算するための値を取得するには、ブロック・ボリュームのメトリックで同じ開始

時間および終了時間の値を使用して、「ボリューム書込み操作」メトリックに次を設定します。 
 

• 「間隔」を「1分」に設定します。 

• 「統計」を「合計」に設定します。 
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結果は、図9のようになります。図10から12は、FIOテストからの書込みIOPSの計算に使用する3
つのデータ・ポイントを示しています。 
 

 

 
図9.2019-05-29の18:22から18:26のブロック・ボリュームの書込み操作メトリック 
 

 
図10.2019-05-29 18:22の書込み操作メトリック・データ 
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図11.2019-05-29 18:23の書込み操作メトリック・データ 
 

 
図12.2019-05-29 18:24の書込み操作メトリック・データ 
 

3つのデータ・ポイントそれぞれに値を追加します。結果をテストの秒数(120)で除算し、次に

1000を乗算し、書込みIOPS結果を算出します。たとえば、次のようになります。 

Write IOPS = ((163.384k + 751.192k + 588.451k) / 120) * 1000 = 12.5K  
 

結論 
このホワイト・ペーパーでは、ブロック・ボリュームのパフォーマンス・メトリックをコンソール

から取得し、その一貫性とパフォーマンスを確立する方法を説明しました。APIにより同じ情報を

取得する方法の詳細は、Block Volumesのドキュメントを参照してください。 

https://docs.cloud.oracle.com/iaas/Content/Block/References/volumemetrics.htm#api
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